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研究成果の概要（和文）：植物病原菌は野生植物の成育や集団形成に影響を及ぼす。このような

病原菌と植物の関係は極地でも見られるが、植物病原菌の種類や生態がほとんど明らかでない

ため実態は不明である。そこで極地のコケなどに寄生する植物病原菌の種同定、生育温度調査、

コケへの病原性試験などを行い、極地の植物病原菌に特有のいくつかの性状を明らかにした。

また、極地の主要な植物病原菌の一部で、近年の気候変化（頻繁な降雨など）によると考えら

れる菌密度の増減を確認した。 
 
研究成果の概要（英文）：Plant pathogens can affect individual growth and community 
structure in wild plants in many area including polar regions. In his study, several plant 
pathogens in polar regions were characterized on species identification, growth response to 
temperature, and pathogenicity to moss. It is also documented that one of the major plant 
pathogens may be increased by the recent frequent rainfall in polar regions. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007年度 600,000 180,000 780,000 

2008年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

2009年度 300,000 90,000 390,000 

2010年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

  年度  

総 計 3,100,000 930,000 4,030,000 

 
 
研究分野：植物病理学 
科研費の分科・細目：環境学・環境影響評価・環境政策 
キーワード：極地、地球温暖化、植物病原菌、土壌糸状菌、コケ、陸上植物、顕花植物 
 
１．研究開始当初の背景 
研究代表者らのこれまでの調査結果から、

極地に自生するコケや高等植物が植物病原
菌に広く感染し、一部では枯死などの被害が
発生していることがわかった。これら極地の
植物病原菌の多くは、これまでに報告の無い
新種であり、それらの生態には不明な部分が
多い。一方、近年の急激な温暖化により極地
生態系における植物病原菌と宿主植物との
バランスが崩ずれ、一部の植物病原菌種が被
害を拡大している可能性が考えられた。研究

代表者らが以前に北極圏スピッツベルゲン
島で実施した調査でも、植物病原菌による感
染が誘引となり、凍害が拡大している現象が
観察された。温帯域では、宿主植物に何らか
の環境ストレスが生じた場合に新たな植物
病原菌による被害が発生する現象が数多く
報告されている。そのため、極地の植物病原
菌の種同定や性状把握が必要と考えられた。 
 
２．研究の目的 
 極地で発生する植物病原菌を対象として、
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同定と宿主植物の生存に及ぼす影響の解明
を行うことがこの研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 
（１）極地の土壌病原菌の同定と性状解析：
北極（ノルウェー領スピッツベルゲン島，デ
ンマーク領グリーンランド，ノルウェー本土
高山域）と南極（キングジョージ島チリ基地）
から研究代表者らが独自に収集した植物病
原菌の未報告種，合計約 500 菌株について，
種同定，植物病原性試験，生理的特性試験を
実施した。また、極地の環境に影響を及ぼす
ことなくコケなどの主要な病原菌である
Pythium 属菌を野外で選択的に分離するため
に、人体や環境への有害物質を含まない分離
培地の開発を試みた。 
 
（２）野外調査： スピッツベルゲン島に自
生するコケなどの数種の植物を対象に，植物
病原菌の感染状況を現地調査で調べた。調査
はスピッツベルゲン島の日本北極基地周辺
で行い、平成 20 年と 22 年の夏期に２週間ず
つ滞在し、基地周辺のコケやキョクチヤナギ
などを対象とした。この調査は平成 15 年か
らほぼ 2 年間隔で継続しているものであり、
気象データとともに植物病原菌の種類や生
息数をモニタリングしている。植物病原菌の
分離には、独自に開発した人体や環境への有
害物質を含まない分離培地を用いた。分離菌
株は植物防疫所の許可を得て日本に持ち帰
り、同定や病原性状などの解析を行った。 
 
４．研究成果 
 
（１）極地の土壌病原菌の同定と性状解析：
北極（ノルウェー領スピッツベルゲン島，デ
ンマーク領グリーンランド，ノルウェー本土
高山域）と南極（キングジョージ島チリ基地）
から分離された植物病原菌の未報告種、合計
約 500 菌株のうち、これらすべての地域に分
布し、コケに病害を起こす土壌糸状菌の１種
が新種であることを明らかにした。この新種
は、日本北部や米国西岸でコムギなどに雪腐
病を起こす土壌糸状菌と近縁であることが
明らかになったため、北海道で分離された雪
腐病を分離・同定し、比較として供試した。
また，この１種以外にもコケに感染性をもつ
少なくとも 5種の土壌伝染性糸状菌が存在す
ることを明らかにした。 
 
（２）野外調査： 高緯度北極域に位置する
スピッツベルゲン島の日本北極基地周辺で
平成 20年と 22年の夏期にコケなどへの植物
病原菌の感染状況を調べたところ、この調査
地には６つの種レベルで異なる土壌伝染性
植物病原性 Pythium 属菌が生息しているこ

とが明らかになった．これらの結果を，2003
年から 2008 年に実施した同じ地点での調査
結果とあわせて解析したところ，これらの種
の一部は降水量や気温の変化にともなって
密度を変化させている可能性が示された。ま
た、同島内の別の調査地で，コケに感染する
Trichoderma 属菌と，キョクチヤナギに感染
する黒紋病およびさび病を調査し，これらの
糸状菌について，これまで知られていなかっ
た分類的，病原学的，および生態的知見を明
らかにした． 
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